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先生 は、1934年(昭和9年)関 西学院大学教授 となって東京より移 って
こられた父君が、仁川のほとりに新築 された家で育 った。 この家は、戦前の
阪神間の山の手文化を忍ばせる品のいい落ち着いた感 じの家であった。現在
は、建て替 えられて、先生が設計 された瀟洒な洋風の家がたっている。先生
は、ご兄姉 と歳が離れていたため、一人 っ子のように慈 しみ育て られた。小
学校は兵庫師範学校附属(現 在は神戸大学の附属小学校)で 、御影の附属 と
呼ばれたエ リー ト小学校であった。中学校 は関西学院中学部に進まれた。 こ
の中学校は、英語を学ぶのに非常に恵 まれた環境にあったようである。先生





























と学生生活を楽 しまれたようである。 この中で、英語の柴田徹士先生 との出
会いは大 きな意味をもっことなる。英語を正確に読むことを徹底的に教わっ
たのである。柴田先生 との師弟関係は、以後ずっと長く続 き、お二人の対談







退官まであと数 ヵ月を残 して亡 くなられていた(享 年63歳)。
1958年(昭和33年)、同英文科を卒業され、同大学大学院修士課程に進
まれた。翌年、加藤教授が停年退官され、村上至孝教授が着任された。先生




















された。 この中で、 たとえ ば文学部1年 生を対象 に した クラスにおいて、 ア
メ リカの大学学園生活を描 いたLionelTrilling,()fThisTime,ofThat
Place(1943)を教材に用いて魅力的な授 業を行 うな ど、学生 たち に大 きな
刺激 を与 え られた。 当時、教 養部 の カ リキ ュラムには、一般英語 のほかに、
文学部学生 を対 象に した英文学入 門的な科 目 「英語講読」が あ って、先生 が
それを担当 されると、非常 に高 い人気 を得 てお られ た。 たとえば、1966年、
Palgrave,GoldenTreasuryを用 いて、英 詩講読 の授 業 を され た こ とが あ
る。
1967年(昭和42年)同 助教授 に昇任。1974年(昭 和49年)、 教 養部 改
組 に伴 い言語文 化部助教授 とな られ る。1975年(昭 和50年)10月 、 文 学
部英文学講座助教授 に着任 され、1981年(昭 和56年)10月 、 同教 授 に昇
任 された。 この教養 部助 教授 時代 か ら文 学 部 助 教 授 ・教 授 時 代 を 経 て 、
Administrationの仕事で忙 しくな られた50代 半 ばまでの20年 あま りは、
先生が全身全霊 を傾 けて研究 と教育 に没頭 で きた時代 であったろ うと思 われ
る。
先生 の英文学研究 の領域 は広範囲 にわた っているが、 なかで も研究 の中心
はイギ リス ・ルネサ ンス詩 にあ って、特 にパ ス トラルの研究 にお いて は、 日
本英文学界 のなかで第一人者 であ られた。1972年、 マイ ナ ー教 授 が 日本 の
若 手 英 米 文 学 研 究 者 の 論 文 を 集 め て 、EnglishCriticismin/apan
(UniversityofTokyoPress)を編集 され たとき、先生 は、Spenser,The
ShepheardesCalenderの時 間感 覚 を論 じた論 文 を寄稿 され た。1973年
(昭和48年)、英文 のパス トラル論、Time,LandscapeandtheIdealLife:
StudiesinthePastoralPoetryofSpenserandMiltonによ り、 阪大 よ り
文学博士 の学位 を授与 された。 この論文 は、翌年京都 のあぼろん社か ら出版
され、国内 のみな らず海外 で も注 目され、高 い評価 を受 けた。 その書評が、





先生 は、1982年(昭 和57年)に 『「楽園喪失」 思 想 と しての空 間』
(研究社)、1996年(平 成8年)に 『イギ リス ・ル ネサ ンス詩研 究』(英 宝
社)を 出版 された。 これ らは、 いずれ も ミル トン、 スペ ンサ ーを中心 に論 じ
た高度 に専 門的な研究書 であ りなが ら、英文学 の他 の領域 の研究者 に対 して
も示唆 に富 む新鮮 な刺激 を与 え うるものを数多 く含 んで いる。 この特質 もま
た、先生 の研究 が もってい る魅力 のひ とつ である。 こ こには、個 々の詩作品
への鋭 い分 析 もさることなが ら、詩 の言葉、作 品の構造、文学研究 の方法、
現代批評理 論の功罪 な ど、文 学研 究の根本 に関わる問題へ の深 い洞察 が貫か
れてい る。 すでに、正統 的な英文 学者 としてみずか らの立場が確立 してお り
なが らも、 絶えず現代 の新 しい研 究や批評 の動 向を視野 に入 れつ っ、英文学
研 究の王道を極 あ ることを怠 らな い先 生の真摯 な姿勢 を窺 うこととができる。
先生の他の主要な業 績 には、以下の ものがあ る。 『ルネッサ ンスと反ルネッ
サ ンス シ ンポジウム英米文学1』(共 著、学生社 、1974)、『竹友 藻風
選集』全二巻(編 著、南雲堂、1982)、『時 と永遠 近代英詩 にお け る思
想 と形象』(共著、 英 宝社、1987)、『空 間 と英米 文学』(編 著、 英 宝社 、
1987)など。翻訳 に は、 アー ネス ト・ジョー ンズ 『フロイ トの生涯』(共訳、
紀伊國屋書店、1964)、ロウズマ リー ・フ リーマ ン 『スペ ンサー』(研究社 、
1970)、ピーター ・V・ マ ンネ リ 『牧歌』(研究社 、1973)、E.M.W.
テ ィ リャー ド 『英詩 とその背景 一 四七〇年 よ り一 八七O年 にわた る五
っの詩 を例 として』(南雲 堂、1975)などがあ る。
先生 は、熱心 で、か っ誠実 な教育者 であ られた。 その面 は大学院 の演習に
おいて存分 に発揮 された。Spenser,Eαg吻Queene,Milton,ParadiseLost,
Shakespeare,Sonnetsなど、ル ネサ ンス文学 の重要 な作品 を、 一語 一語 の
意味をOEI)に あた って確 かめなが ら綿密 に読んで いかれた。 学生 たち は、
この演習で、 先生 か らテクス トを正確 に読 む姿勢 を身 を もって教 え られ、英
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語読解力を鍛えられたのであった。
先生は、1991年(平成3年)4月 、文学部評議員に選ばれたあた りか ら










年(平 成8年)11月4日 、近著 『イギ リス ・ルネサンス詩研究』 の出版を
お祝いする会が一年遅れの還暦祝賀会を兼ねて開かれたときは、出席 された
友人の皆 さんや多 くの教え子 に完全復調を強 く印象づけられた。1997(平
成9年)年5月27日 、 日本英文学会に招かれたDenisDonoghue教授
(ニューヨーク大学)の 講演会が阪大文学部で開かれたとき、先生 はみごと
に司会役を務め られた。 ところが翌1998年(平成10年)春 頃か ら、 先生
は手にしびれを感 じ、噎(む)せ ることが多 くなって、結局6月 末に再入院
された。三年前の病いの転移と診断された。
先生は、 しか し入院中 も将来への希望を失わず、授業を再開される日を待
ち望んでお られた。そして、11月14日(土)、阪大英文学会において行わ
れた、「阪大英文科の50年を振り返って:特 に創設期 をめ ぐって」 と題す
る記念講演会 には、車いすに乗 られて出席 して下 さった。 しかし結果的には、
この日の先生が公の前に見せられた最後の姿 となられた。転移がさらに進行
し、呼吸不全 にて急逝された。1998年(平成10年)12月5日 未明のこと





っかわ しい ものを思わせた。なお、先生は、亡 くな られたあと、正四位、勲
三等旭 日中綬章に叙せ られた。
先生のお骨は、兵庫県猪名川霊園にある関西学院教会の納骨堂に納められ
ている。1999年(平成11年)4月11日(日)、 先生 の納骨式 は、晴れわ












ては、お見舞いというより、例年の夏休み通 り、 日を決めて研究室でお しゃ
べ りを楽 しむのを、場所を移 しただけという感 じであった。少なくとも、そ
う思い込みたかった。
容体 は安定 して いたが、 衰弱 は徐 々に進んでいた。Westfield大の
is
Loughman教授が、夫君と共に豊中までお見舞いに見えたとき、藤井先生




Loughman教授 ご夫妻にはかねてか らメールをやりとりして連絡 してあっ
た上、前 日にもこ滞在中のホテルでの打ち合わせで詳 しく藤井先生のご病状
をお知 らせ してあったものであるから、病院に近づ くと、何か固唾をのんで、
というご様子であった。 しかし、実際に会 って話された後、藤井先生の以前

















若 き日の藤井先生 は痩身で眼光鋭 く、孤高の俊才 という風貌であった。 と
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ころが実は人懐 っこく、にこやかで、話し好 きで、先生方から先輩、 さらに
同輩、後輩 に至るまで誠に幅広 くお付き合いをされた。基本的に人間にたい
する関心が非常に強く、またその情報量の多さにはいつも驚かされてきた。
















た。そこには、OLR創刊の頃、依るべき伝統 も短 く、 未来に不安を抱 きつ
っも研究者 としての志を貫 く夢を語り合った私たちの姿が蘇 るのであった。
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藤 井 先 生 を 偲 ぶ
河 上 誓 作
藤井治彦先生がおか らだの異常を気にされ始めたのは、1995年(平成7




が判明。早速、薬 と放射線 による治療が始 まった。6月23日 、英語学のス
タッフー同でお見舞いに伺 った。先生は治療のため少々発熱があり、白血球
が減少 していたにもかかわらず、いたって明るく振る舞われ、約1時 間半、
いろいろな ことを話 して くださった。30歳代は学位論文を仕上げ、40歳代
は本を出版 し、50歳代は今まとあているものが間 もな くでき上が る。 出版
祝賀会はにぎやかな方がいい。 これまで研究も教育 もしっかりやってきた。
自分の人生に無駄 はなかったし、悔いることは何もない。ただ、読もうと思 っ
て買った本が読めないのが残念だ、 とおっしゃった。限 られた時間を意識 し
たこれ らの言葉にどう対応 してよいのか、とまどってしまったのを覚えてい
る。間もな く治療が効を奏 し始めた。ご本 も出版され、出版祝賀会が盛大に















授会の中枢にあって信頼を一身に集めてお られた。 しか し、そうした先生の
円熟 したお姿のちょっとした言動の裏に、 しばしば私は、若 き日の藤井先生
の厳 しい姿をダブらせ、居住まいを正 したのであった。
1996年(平成8年)6月、治療を始められて約1年 が経った頃、藤井先生
は、毛利先生の傘寿を祝 うエッセイを寄稿 された(「毛利先生 に学ぶ」肌C














藤井先生は、若い頃か らご自分のあるべき姿 について厳 しい条件を課 し、
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少 し早すぎた。 こんなに早 く自己を完結され、人生の幕を下ろすことはなかっ
た。少しだけでも無駄を遊んで くださっていれば、 もう少 し長生 きをしてい
ただけたのではないか、それが残念でならない。
真 摯 な 研 究 態 度
大 庭 幸 男
















しずっ間隔が広が り、 とうとう聞こえなくなりました。永遠の眠 りにっかれ
たのです。本当に穏やかな最期でした。告別式で、奥様が 「一夜の眠 りか永
遠の眠りか分か らぬようでした。」と言われま したが、正 しくその通 りで し
た。「人の価値は、その人の死にざまを見れば分かる。」とか申 します し、自
分でも死ぬ時には何の蟠 りや悔いを残さず死のうと思っていますので、今思























で しょう。それか ら、論文にっいて もそ うです。先生は締め切り日の数 ケ月
も前に原稿を書 き上げられ、締め切 り日まで 「寝」かされたそうです。私な
ど、先生とは全 く正反対で、いっ も締め切 り日に追われて、精神的にパニッ
クになることがしばしばあります。時間に余裕のない時に書いた論文には良
いものがある筈がありませんので、自分自身大いに反省 しているところです。
また、私が文学部に移 って間もない頃で したが、「論文の数が自分の年齢 と











態度を見習います。」 と書 きました。 しか し、実行できたのは僅か2ヶ 月間
だけで、今は元に戻ってしまいました。やはり私は藤井先生のようになれま
せんで した。
しか し、空海の言葉に 「重々帝網なるを即身と名付 く。」 とありますよ う
に、重々帝網を体験 し、最後はうまく帳 じりが合った人生を全うし、そして、




藤 井 先 生 の思 い 出
森 岡 裕 一
藤井先生 とともにす ごした時間の中でとりわけ充実 していたのは、たった
一年間の文学部助手時代である。大学卒業後5年 ほどサ ラリーマン生活を経





り時間をかけてお召 し上が りにな った。私 もお茶の準備だけして、自分も昼
食を食べながら、その間先生とあれこれお話させていただ くことになる。先




ら先生一流 のやんちゃな毒舌が楽 しかった。けっこう手厳 しい批判 もされる
のだが、なぜか嫌味がな く、批判を している相手に対す る愛情が感 じられる
ほどに、先生のお人柄がにじみ出ていたのを思い出す。






ヘ ミングウエイ派で、当時私 はアンチ ・ヘ ミングウエイの立場だった。私の
意見はまったくいいかげんな印象を述べたに過 ぎなかったのだが、ひょっと
したら、先生 も多少そのことを気 にしておられたのではないかと思 う。私が
助手を辞め、言語文化部 に配置換えになった後 も、何か書かれるたびに抜 き
刷 りを頂戴 し、それにっいてコメン トを した折、スタイルにっいていっも意
見を求められた。私 としては、先生の論文の文体にっいて依然 としてある種
の華麗 さを求めたい気分があり、 その旨を申 し上げた。
むろん、先生は私の無責任な感想で主義を曲げられるような方ではなく、
その後 も論文のスタイルを変え られることはなかった。だが、その後あちこ
ちに書 き始め られたエッセイでは、すこし論文 とは違 う文体を意識されてい
たのではないかと思 う。硬質の文体は健在ながら、論文では抑制 されていた





る。それが感 じられるようになったのは自分が少 しは進歩 したからか、など




十 八 歳 の 頃
松 平 陽 子
今から四十年以上 もまえ、阪大文学部の教養課程が南校と北校とに分かれ
ていた頃、わたし達は北校に通 う新入生だった。当時の大学生の常として角



















(っいでに言えば、お通夜のときうかがった中 ・高時代 の先生のお話 による
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り分か らないといった顔で座っている学生たちに、早 く将来の計画 を考える
ことの大切さを分かってほしいと思 ったか らだ。
しか し振り返ってみると、わた し自身 は、 こんな明快な気づ きのチャンス
を与えられたにもかかわらず、それ以後 も相変わらずの生 き方をしてきたよ







藤 井 さ ん の 絵











サ ミュエル ・ジョンソンをまねたわけでもないが、金もな く将来 どうなるか
もわからぬ、ないないづくしの状態で無謀にもぼくは結婚することになった。
そのとき藤井 さんに 「結婚 します」と報告すると、「そうか。 おめでとう。
プレゼントは何がいい?」 と言 ってくれた。ぼくは間髪を容れず、 「藤井 さ
んの描いた絵がほしい」 と頼んだ。それから数週間して、手作りの額縁に入っ
た上述の油絵をいただいた。 この絵の主題などにっいて藤井さんにおききし
たことは一度もないが、ぼ くはこの絵の題は 『夏が丘』 もしくは 『サマーヒ
ル』ではないかと勝手に考えている。
藤井 さんは神戸がお好きで、ぼくが住んでいたアパー トにもぶ らりと立ち
寄ってくれたこともある。ぼくの部屋か らは海が見えた。 そのアパー トは
「海の見える丘」にあったのだ。 このアパートに藤井さんは例の薄い茶色 っ
ぽい色の トレンチコー トを着て現われた。彼のあの颯爽 とした姿 も二人 して
歩いた桜の並木道 もついこの間のことのようによく憶えている。 「時よ止 ま
れ」と叫びだしたくなった青春の思い出になっている。
神戸には奥様の実家 もあり、その後藤井 さんと神戸でお会いする機会 も多
くなった。ぼくの出版記念会にも二回とも来て下さり、実に見事なスピーチ
を二回ともして下 さった。(披露宴の司会 もして下さった。 それか ら、 これ
は今まで誰にも言 ったことはないが、三十数年の間に、有名私大 三十歳




には、「これあげる」 と言 って、ウォーナー関係の本をくださった。 こうい
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藤井 さんが持ち出される話題はイギ リス文学に限 らなかった。絵画や音楽
は言うにおよばず、個人情報から野球情報まで、実に守備範囲が広 く、きい
ている方 も楽 しかった。 しかし決 して冗舌にはならず、頃合いを知 っていて、
付 き合 うのがしんどくなるほど話が長時間に及ぶことは一度 もなかった。藤
井さんは少ないことば数で多 くのことが語れた数少ないスコラーのおひとり
だった、とぼくは今でも確信 している。
藤井 さんはほとんどいつも、自説を ピシッと要領よくはっきり言 ってくれ
るので気持 ちがよかった。「これには説がいろいろあって…」 とい った、発
言の無意味 に陥ることはほとんどなかった。 自己の所信をす っきりした形で
示 してくれた。たとえば、大学教師の教室での学生指導の仕方とか成績評価
法にいたるまで、多 くの大学教師が手の内を見せたが らないのに藤井さんは





















ぶ身分であることを新入 りのわれわれがどれほど自覚 しているか鋭 く衝いた
言葉であった。












死量の毒薬を誤飲 して しまったことを伝えるときの興奮 した口ぶりである。
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相前後 して、 ヘミングウェイの死が伝え られたときもそうであったが、人の














R.第5号に発表された平井正穂著 『イギ リス文学試論集』の書評であろ う。
同 じくキリス ト教の信仰をもつ英文学者として、藤井さんはこの先学 の方法
意識の高い試論と四っに組んで奮闘 している。平井氏のイギリス文学史の構
成は文学的、文化的、人間的コンテキス トの三層からなるが、同氏が人間的
コンテキス トにおける同質性の体験を余 りに重視することに対 して藤井さん
は率直に危惧の念を表する。平井氏の場合には彼我の異質性の自覚と同質性
への希求の間に 「痛いまでに張りつめた緊張」があるが、それを欠いた研究
は座標を失 った職人芸になると断わった上で、「研究の途上で は、ひ とたび
は意識的に人間的コンテキス トの問題を忘れ、あるいは論 じ得ざることとし














植 田 和 文
いっ も変わらぬあの上機嫌の笑顔、張りのある声の響きが、今もよみがえっ





遅 く英文学に志 し、学年としては少 し開きのある私には、いっも援助 と激励
を惜 しまれなかった。
60年代 は日本中が興奮 していたような気がする。安保闘争、キューバ危
機、 ヴェ トナム戦争、高度経済成長、東京 オリンピック、新幹線開通、そし












の、清濁(聖 俗)あ わせた、人間としての幅を示す ものだろう。
藤井さんは学問における普遍的価値をあざしておられた。だが、本誌第1







とっの解釈」 と謙遜 してはいるが、唯一正 しい解釈をめざす意欲が感 じられ
るのも、当時の風土のなせるところであろう。
それにして も、藤井さんは驚 くべき明晰な文体を持っておられる。そのそ





文章を書 き続 けることはできない。 ある時、私は羨望 もあ って、「藤井 さん
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の論文は、 レース織 りのように精密にできているけれど、もう一回クライマッ
クスが来 るのではないか、 という予感だけで終わってしまいますね」 と憎ま
れ口をたたいた。意外なことに、 この言い方を藤井 さんは喜んで下 さった。
信仰の正 しさと家父長的権威を備えた ミル トン、アレゴリーの絢爛たる絵巻
物で王国の栄光を讃えたスペンサー、 というふ うに考えると現代には縁遠い
ように見える大詩人の、現代に通 じる問題 と面白さを、かくも明快 ・精緻に












イ ン ・メモ リアム 藤井治彦氏
森 　 道 子
本1999年7月 中旬 にイギ リス ・ヨーク大学 で第六 回 国際 ミル トン ・シ
ンポ ジウムが開催 された。世界各国 か ら ミル トニス トが参集す るなか、特 に






ろんご存 じで、アール ・マイナー夫妻や私の参加予定 も承知 しておられた。





か ら紹介 しましょう」と言われ、指定の日におそるおそる伺候 したときであ
る。まさかそのとき、村上先生が藤井さんに、「学部の女 の子 で ミル トンを
したいというのがいるが、ゆめゆめミル トンなんかしてもものにはならん、
とだけは言わないように」 と釘を刺されていたとは知 る由もなかった。そん






に所属 しておられることが分か ったり、少 しずっ隔てが外れていった。藤井
さんは歯に衣着せぬ的確で厳 しい家父長的口吻の下に、早 くか らフェミニス
ト性を備えてお られたか ら、こちらも言いたいことを率直に表現できた。相
手をたじろがせなが らほめ励ます言葉 も忘れ られない巧みさは、悲劇の終焉
に射す一条の光のようだなと思った。
思 いがけず大学院に進路を取 ることになって、博士課程修了の研究発表会
にも出席でき、藤井 さんの 『牧人 コリン・クラウトの時間感覚』を拝聴 した。
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この同じ頃、OLR第 一号発刊 に奔走 してお られ、『Lycidasひとつの解釈』




たり、 日本英文学会、西洋古典学会、比較文学会を始め、 日本 ミル トン・セ
ンター、関西十七世紀英文学会と、共通の場、友人 ・知人は拡がっていった。
「あなたは死ぬ思いで勉強 したことなどないだろう」と家事 ・育児 に忙殺 さ
れ、研究不足の私を多分蔑まれつっ、マイナー先生、アイ リーン・サ ミ3エ




た。1998年4月草々に、 ご夫妻でずっしり重い業績と履歴書 とを持 って、
新 しい職場となるはずの夙川キャンパスをいそいそと訪ねて くださった。桜
の特に美 しい年で、爛漫 と咲き誇る夙川辺 りを散歩 し、苦楽園のイタリア ・
レス トランでワインで乾杯 した。そのとき桜花 は藤井さんの大手前入 りを歓








んだ仲でも、恩師でもな く、同僚関係 も始まらないまま終わって しまった。
しか し、「同窓の先輩」では言い尽 くせない。そこで往時近時 を思い巡 らし
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てい ると、「藤井君 に も君 に対 して も、 いつ も兄貴 と思 って る」という、アー
ル ・マイナーの言葉 が浮 かんで きた。今 まで気がっか なか ったが、 「兄」 の





にして乾か した字」 とか、ある人を紹介 してくださった後 「偉い人です」と
付け加えたり、「フェミニズムが今一番倫理的だ」 とか、 とて も印象 に残 る
ことばが浮かんでくる。そしてそのことば一っ一っが、藤井さんの精神の形
を表 している。













私に対する励 ましであったろうと思 う。ただ断 っておけば、私にはその時、
































































きしたように思 う。それで も、川崎先生が亡 くなられたときもそう思ったが、
藤井先生にもっと色々真剣に伺うべきであったと今、ほぞを噛む思いでいる。
博士過程在学中の一番の思い出は、藤井先生とご一緒に京都大学の御輿先

















井先生には、川崎先生が文学そのものの研究ではな く、〈庭園〉 や く森〉
と言った文化や文化史研究のほうに行って しまわれたことが 「残念でならな
い」 とのこと。藤井先生は本当に文学そのものを深く愛 していらした方だと
思 う。〈文学〉 の研究にっいて、あれほど真摯な態度で臨まれる方 は、現










藤井先生は、私が 〈ダンの諷刺詩〉 にひたす らこだわ っていた頃、「諷
刺詩のどこが面白いの?」 と茶目っ気た っぷ りにお尋ねになったことがあっ
た。 ところが、馬齢を重ねたのにもかかわ らず、私が胸を張ってお見せでき
るようなものを何一っ書き上げないでいるうちに、川崎先生ばかりか、藤井
先生 まで、別の世界へ旅立たれて しまった。 しか し、先生の残 された貴重な
ご著作 との対話のなかで、 いっか何 らかの解答を見っけたいと、私 は今 もひ
そかに願 っているのである。(1999・8・14)
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「ParadiseLostと現 代 一人 間像 を め ぐって 一」 再 読
一藤井治彦先生の学風管見一








先生は、自分 はテニソンも好 きだが、 ブラウニングの方にいっそう魅かれる







よりも、阪神大震災で、仁川の風景 も一変 してしまった。長年 この土地に親
しまれた先生には、かっての仁川は原風景 として心中に生 きていたか もしれ
ないが、その原風景と震災後の現風景 との落差はやはり異様な圧迫感を精神
に与えていたのではないか、これは筆者の実感か らの想像である。




われたが、スペンサーとミル トンの関係 も、それに類 したものだったのだろ
うか。 スペ ンサーの感覚と ミル トンの理性 この二面の葛藤あるいは共存
はこの論集 にっいて何事かを語りかけて くるし、何 よりも論者の内面性を浮
き彫 りにしてくれる。 テニソンとブラウニングを話題に したときに、なぜス










れる文学理論が舞台に登場 し、デリダ、 フーコー、 ラカン、バル ト、 グリー
ンブラットなどの名前が脚光を浴びてくる。 これが、研究者として避けがた
い現実として認識 された。 これは単におのれの研究の効率 という表層の問題
ではなか ったのだ。
それぞれの文化か ら切 り離された 「抽象的な場でお互いに自律性 をもった
人間性として、理解 しあえる」そんな状況はもはや存在 しない。デコンスト
ラクションも、新歴史主義 も、自律 した人間の存在を否定 し、っねに他者の、
外部の世界の影響支配 に晒されたものとして人間の存在を捉えているからだ。
これが現状 とすれば、 この現在 と ミル トンはどう交 わるのか。 「Paradise





に従 うことで、「自分の中に他者の命令を … 抱え込」み、っいにはイヴと
いう 「他者の支配する領域」 も容認する存在なのだ。 とすれば、 ミル トンの









が、様々な折 りに先生 に接 して話を伺ったりした時には、先生の言葉はその
後たびたび思い出 してはこちらが反省を促されるような思いが したものだ。
時にはその言葉の激 しさにびっくりしたりした。炯眼人を射るという言葉が









うものは少 しく理解 している。それは細部まで徹底 した精緻な読み方で、な
どと言 うのもおこがましいほどの、ちょっと淒まじいものだ。 それは吉田先
生が残された自筆ノー トを少 しで ものぞいてみるとよく分かる。
柴田徹士先生には私は残念なが ら直接教えを受ける機会 はなかったが、そ





大を退官されるまでっいにその機会を得 られなか った。関大へ移 られてか ら
も海外へ行かれる機会はなかったように思 う。そのような、英国へ一度 も行
かれなかった吉田先生が、ご専門のヴァージニア ・ウルフの伝記的事実の細




くご存 じですね」 と仰 られた。その時吉田先生はバッハと笑 って、「そりゃ、
専門家だか ら」 というふうに応 じられたという。吉田先生の学問というもの
をよく伝えている話である。














語が美 しかった。「明日はまた、新 しい森、新 しい牧場へ。」
このカー ドを頂いた時、私は家内に 「いい言葉だねえ」と言って渡 してお
いた。英文学のエの字 も知 らない家内に私はこれまで藤井先生のことをあま
り詳 しく話をしていた訳ではない。先生のご逝去を悼む気持ちが私と同 じで






































個人的 には好 まないが、)いかに生 きるべ きか、 そのよ うな ことをわ た しは
先生か ら教 えて いただいたような気がす る。
先生 は文 学研 究 ばか りでな く人物や さまざ まな物事 の本質 を見抜 く眼識 を
そなえてお られ た。 ひとっだ け例 をあげれば、わた しが阪大 を去 るにあた っ
て、先生 は 「きみの課題 は精神的 に強 くな ることだ」 と言 われた。 ま ことに
本質をっい た指 摘で ある。 あれか らほぼ二十年 た って しま ったが、 わた しは
い まだに この課 題を はたせず にい る。
阪大 をはなれてか らは、先生にお目にかか る機会 はほ とん どな くな って し
まった。年 に一度、 阪大英文学会 で ご挨拶 をする程度 になって しまった。 そ
れで も先生 が阪大 にお られ るとい うことだけで、何 か安心することがで きた。
わた しだけでな く、 多 くの人 が同 じよ うに感 じていたのではないだ ろ うか。
先生 はそのよ うに頼 れ る存在 であ った。先生 にはそのよ うな存在感 があ った。
去年 の9月 だ った と思 う、 わた しは文学部でお こなった授 業の報告 をかね
て、先生 にお葉書 をさ しあげた。阪大英文学会でお会 い した とき、先 生 はほ
とんど しゃべ られなか ったが、身振 りをま じえて謝意を あらわそうとされた。
そ して学会 が終 わ ったあ と、車椅子の まま介護用 タクシーに乗 って阪大 をあ
とにされた。それが先生 にお会 い した最後 の機 会 にな って しま ったのだが、
そのときの先生 の姿 をわた しは忘れ ることがで きな い。
先生が亡 くな られ たあ と、奥様か らテ レホン ・カ ー ドが送 られてきた。 そ
のカー ドには、「To-morrowtofreshwoods,andpasturesnew.明 日
はまた、新 しい森、新 しい牧場へ。 ミル トン 『リシダス』、第193行 」 とい
う言葉 が しるされて いた。 これ はわた しの勝手 な想像 なのだが、 この言葉 を
選ばれたの は、 おそ らく先生 自身 であ り、 この言葉 には、 これほど早 くで は
な いに して も、死 を覚 悟 され た先生 のあ とに残 る者 へのメ ッセージが こめ ら
れてい るよ うに思 われ る。改 めて ことわるまで もな く、 わた しの 『リシダス』
に関す る知識 は ほぼ皆 無で ある。 しか しこの言葉 が求 めているのは、 いっ ま
で も嘆 き、悲 しむ ことで はな い。 どのよ うな ことがあ って も、希望をもって、
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ア ル カ デ ィ ア
山 津 かおり








されていたか らだったのであろう。一っは、「心地よい場所」 は、古 くか ら
皆が求め続 けてきたものであるということ、二っ目は、いくら探 しても、死







いる姿 であ った。私 は きっと、無意 識の うちに コリンに自分 を重 ね合 わせて
いて、 コ リンの登場す るエ ドマ ン ド・スペ ンサーの作品 を読 め るよ うにな り
たいと思 うよ うにな った にちがいない。
講義用 のテキ ス トはオ ックスフォー ド版のエ ドマ ン ド・スペ ンサーの作品
集 で、表紙 には 「赤い十字 の騎 士」の絵 が描 かれていた。 表紙 を開け ると、
古 いっづ りの英語が ぎっ しりと詰 まっていた。私 は、見慣 れない古 いっづ り
の英語 に戸惑 っていた ものだ。 しか し、今 日、少 しずつで はあ るが、 スペ ン
サーの研 究が続 け られて いるの は、先生が語 られ るコ リンの話 が特 に印象深
か ったか らだ と思 って いる。
オ ックスフォー ド版 の スペ ンサ ーの作品集の中の 『牧人 の暦 』、「一月」に、
実際、 コ リン ・クラウ トの挿絵が のって いるが、 先生 の ご講義 が進んでい く
にっれて、 コ リン ・クラウ トが生 き生 きと身近かに感 じ られ るように思えて
きたの は、私だ けで あったの だろ うか。 牧 人 コ リンが主 に登 場す るの は、
『牧人 の暦』 と 『コリン ・クラウ ト故 郷に帰 る』 である。 この二作 品 で は、
コ リン ・ク ラウ トの愛 の対象が変化 してい くことを知 り、 コ リンとと もに、
次第 に 「観想」 の世界 に入 ってい ったよ うに覚えて いる。『四つ の賛歌 』 で
地上 の愛 と美、更 に、天上 の愛 と美 にっ いての詩 に触れ、愛 の諸相 につ いて
も考 えるよ うにな って い った。
考 え、悩 み、詩 を歌 い上 げ るコ リン ・ク ラウ トが、っ いには、 スペ ンサ ー
のよ り完全 な分身 にな るとい うことを知 ったのは、 スペ ンサーの大作 『妖精
の女王』 の説 明の ときであ った。 この作品 は牧歌詩で はな く、 エ リザ ベス女
王 に捧 げ られた叙事詩 であ り、牧 人 は登場 しない ことにな って いるが、第六
巻、「礼節」 の巻 には、作者 スペ ンサーの分身の牧 歌詩人 と して、 コ リン ・
クラウ トが登場 し、礼節 の もととな る愛 と美 の とらえ難 さを示 した後、大切
な笛 を折 って しまうので ある。
コ リン ・クラウ トに対 す るのに劣 らぬ関心 を、 スペ ンサー 自身 に持 ち始 め
たの は、 この時か らであ った ことは忘れ られない。先生 は常 々、詩 において
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は、特に言葉自体を大切にして読んでいくようにと言われていた。私の場合、
遠回りして しまったが、やっとこのころか ら、四百年以上 も前の詩人の言葉






迷い、戸惑 う誰にとっても、いっ も道標 となる有 り難いものであった。
藤井先生か らお教え頂いたことはあまりにも多 く、感謝してもしきれない。
これか らも、「永遠」への旅人 コリン・クラウトとともに、 エ ドマ ン ド・ス
ペ ンサーの作品を読み続けていきたいと思っている。
藤 井 先 生 を 偲 ぶ
服'部 典 之
40年少 し人間をやってきた。様々な先生に出会 いその中には本当に尊敬




そんなとき、必ず先生は身を乗 り出してこられて 「どないしたんや」 と真剣
な顔で応えて くださったものだ。
言語文化部 にたまたま来 られた客員教授がチェリストで、そのコンサー ト
企画を依頼 され、言文の教授 と力を合わせてプロデュースをした。 しかし、
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広報活動を ど うしたものか と頭 を抱 えて いたとき、ふ とその ような悩みを先
生 にうちあ けた。「よ っしゃ、 まかせ とけ。」先生 は、す ぐさま様 々な人脈を
動員 して、新聞記事 に載せ るなど大 々的 なキ ャンペ ー ンを張 って くだ さり、
コ ンサ ー トは大盛況 に終 わ った。
教務係 の事務 ヘ ッ ドにな った時、押 し寄せ る トラブルに当時30そ こそ こ
だ った私 は神経が参 って いた。「本 当に嫌 にな った らやめ てや る ぐらいの気
概 をもった ほ うが いいで。一緒 にやめてどっか小さいところでやり直そ うや。」
もちろん本気でお っ しゃったとは思 えないが、涙がで るほど嬉 しか ったこと
を覚えて いる。
「よっ しゃ、 まかせ とけ」 と言 って、 ご自分の全存在をか けて、他 人を引
き受 けて くれるよき親分的指導者が、 これ は私 自身の 自戒を含めてだが、 今
日本 にどの ぐらいいるだろ うか。 これ を言 うためには多大な責任 を しょい こ
む覚悟が いるはずで、 そ うおいそれ とは言えな い台詞だ。 それを藤井先生は、
何度 もお っ しゃって くだ さ った。
思 えば、20才 そ こそこの学生 の頃か ら、っ ま らない質問を して も、「じゃ、
コー ヒーで も飲み なが ら」、 と喫茶店 で ごちそ うして くだ さ りなが らい ろい
ろ教えて も らった。そ の時以来、長 い間お世話 にばか りな った もの だ。 「い
っ もお ごって もらって ばか りです いません。」「いや、え らくな った らお ごっ
て も らうわ。」 この繰 り返 しだ った。
親分 ・子分 とい うか らには、親分へ の義理 を返 さな くて はな らない はずだ
が、情 けな いことにほとんど私 は無力だ った。震災 に遭われた ときもお見舞
いに行 くぐらい、 ご病気 にな られて も私 にはどうす ることもで きなか った。
回復 され た時 の記念パ ーテ ィは、在外研究中で参加 で きなか った し、最後 の
ご入院 の時 も父親 の病気 か ら死 に至 る時期 と不幸 にも重な り、 ほ とん どお会
いす ることがで きなか った。 お亡 くなりになった後、前夜祭 で弾 いたバイオ
リンはい くら弾 いて も弦 がゆるん だ(こ の最後だ けはどうも藤井先生 のいた









乗 り越えて生きていきます、と続 くもんで しょ。それと同じです」とおっしゃっ







"不器 用 な"や さ しさ
新 野 緑












鮮な驚きだ った。詩を読む楽 しさをはじめて実感 した経験だったと思う。
しか し、学問以上に私の心を捉えたのは、二人の先生の間に垣間見た師弟
関係だったかもしれない。英文、仏文と御専門は違 ったが、お二人の会話は、














先生によくたしなめられた。 しか し、正面きって叱 られたのは、助手時代に
一度である。助手の勤務は通常五時までだが、夏休み、特に用事のない時に
は、「今日はもういいだろう」と少 し早めに帰 して くださることがあ った。
そんなことが何度か続いた後、私はそれを見込んで友人と約束を した。間が
悪 く、その日に限 って、四時過 ぎに来客があり、 もちろん仕事は続けたが、
どこか落ちっかない素振 りが見えたのだろう、お客様が帰 られた後で 「君、
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今日は何かあるのかね」と尋ね られた。事情を説明するとその時は黙って帰

















悩んでお られなが ら、先生は意外に明るくお元気そうに見えた。 しばらくと
りとめのない話をした後、ふと、「治 る見込みもなく、 こんなに しんどい目
にあうな ら、いっそ早 く楽になりたいとも思 う。 しか し、僕はもう少 し生き




うかがえた。 しか し、あのお言葉を聞いてか らわずか五 日後の先生の死は、
やはりあまりに早すぎたと思われてな らない。
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私は先生のお言葉を一字一句もらさずにノー トに書 き留めようとした。 しか
し先生 には畏敬の念を抱いていたにもかかわらず、 ご講義に臨むにあたって
全神経を集中させていたかどうかを振り返って思 ってみるとき、いつ もそう









あるミル トンの研究をすることを先生が許 して下 さるかどうか心配であった
が、自由にしてよいと言われ、ひとまずほっとしたが、不安な気持ちの方が
大きかった。 いきなりParadiseLostの研究に入 る準備 はまだできていな
かったので、私はまずSamsonAgonistesに取 り組むことにした。論文を
発表 したとき、先生か らどのような厳 しいお言葉がでるかと、私は戦々恐々
























『「楽園喪失」 思想 としての空間』、『イギリス ・ルネサンス詩研究』があ
る。先生のこ論文 はスケールが大 きいが声高ではなく、 もの静かで緻密であ






山 田 雄 三









中にご自身が取 られた大学 ノー ト何十冊分のメモを編集 して中国文学史の本
を出されたという話を伺ったことがある。真似を しようにも私のノー トは







「(ルグイのスペ ンサー観を解説 された後で)こ れは聊か古 い学者 のスペ ン
サー観だと言わざるをえない。彼の見方だと、アレゴリーは軽視されて、感
覚的な表現だけが評価されることになる。今 日のスペンサー学者ならそうは





2.「楽園喪失』を書 くミル トンの意図(1988年9月20日の講義か ら)
「学者の中には、 ミル トンは自らをセイタンに重ね合わせて詩作をしている
と考える人 もいる。果たして、そうであろうか。セイタンは英雄的に描かれ





友人にはした くないタイプの男である。 しか し、詩の芸術性 と信仰の喜びを






































自分の書いた卒論など気恥ずかしい、早 く忘れて しまいたい。あとか らふ
りかえればそう思うことも多いが、私には忘れ られない。
















ンをすませていた。実力範囲外の質問 には、率直 に無知を白状す るという
「奥の手」まで用意 していた。それなのに、詩の朗読 と作者 あてという奇問
が私を待ち受けていたのだ。


































収しようと勝手に思い込んでいた私 にとって、その死 は、道程を照 らし出す




















先生最後の講義 「ミル トン」は、 ミル トン学者としての集大成であ り、研















っあった。誰 しもが首肯すると思 うが、先生のテキス トの朗読は素晴 らしい
ものであった。先生の朗読を聞いて鳥肌が立 ったことが何度 もある私は、あ
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の深 く震撼させるような声が、この講義でどのように ミル トンの詩を歌い上
げるのかを楽 しみにしていた。 しか し、先生 は、薬の副作用で思 うように声
が出せな くなっていた。「美声を聞かせることができなくて申し分けない」
と微笑みなが らおっしゃっていたが、何よりも会話を大事になさる先生にとっ
て、耐え難いことだったにちがいない。見ていて、っらかった。
最初に 「光の消滅」 と書いたが、先生の功績と思い出が消えてしまったわ
けではない。それらを糧に、先生が示 してくれた名人への道を少 しでも邁進
していくことが、私たちができる先生への唯一の恩返 しだと思 う。
